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凡
　
例
　
以下に東京文化財研究所が所蔵する黒田清輝宛小川一真書簡を影印を付して、翻
刻する。翻刻及び解題は岡塚章子（江戸東京博物館学芸員）が担当した。翻刻にあたっては以下の点を配慮した。一、本文の行取り、文字は原則原文通りとし、影印版と照合できるように配慮
なお、原文の一行の文字数が、本稿の一行の文字数を超える場合は、超えた分を次行に移して下揃えとした。
二、文中には適宜、読点（、 ）を加えた。三、誤字・宛字・衍字がある場合も、原文のままとした。四、不明の文字は、□□（字数分） 、 ［
　　
］ （字数不明）で示した。
五、踊り字は、平仮名はゝで、片仮名は丶で 漢字は々で示 大返しについて
は、濁点なしは〳〵、濁点ありは〴〵を用いた。
五、抹消・訂正の文字がある場合、文字が判明 ものについては本文にその文字
を記し、判明しない場合には□を宛て 左傍に〃を付 、右傍の（
　
）内に訂
正した文字を示した。
六、書簡の紙継ぎ部は影印版の下縁に△をもって示し 。
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八四
明治四十三年四月二十六日付封書
（縦一七・五㎝、横五三・三㎝）
拝啓貴家益々御清栄奉賀候、陳バ、京橋区山下町ジャパンマガヂーン社ナル雑誌發行社ニ於て、此度雑誌口絵を揮毫いたす絵師二、三名入用の由にて依頼を受け可申候へ共、然るべき人物これなく困入り 、
就
1．黒田清輝宛小川一真書簡
（明治四十三年四月二十六日）
　
京橋区、山下町のジャパン、マガジーン社で発行する
雑誌の口絵を描く絵師二、三名を紹介してほしいという依頼の手紙。当初は、ジャパン、マガジーン社から小川への であったが、適した人物を見つけることができなかったため、小川は黒田に紹介を頼んだ。ジャパ 、マガジーン社は、実業家で政治家の中塚栄次郎が興した会社である。中塚 十七歳から十六年間 アメリカで過ごし帰国。明治四十二年に出版事業にとりかかり 英文雑誌『
Japan M
agazine 』を刊行した
）1
（
。手紙を入れた
封筒は、小川が経営する小川写真製版所のもので 封筒の裏には、 「営業課目」として「写真撮影」 「不変色写真」「写真石版及印刷」 「写真銅版及印刷」 「原色写真銅版」 「コロタイプ印刷」 「写真版帖類各種」とあり、小川写真製版所が、当時、写真撮影、印刷、写真帖の制作といった、幅広い業務を行っていたことがわかる。小川一眞は明治二十一年に神田三崎町に 製版所を設置、次に京橋区日吉町に支店を出し、そ 後業務を拡大して 日吉町十三番地が小川写真製版所 十四番地が小川一眞出版部となった。（
1）　「中塚栄次郎君小伝」 『海外』第三巻第十二号、昭和三年二月、海外社、一二五頁。
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てハ御手数恐入候ヘ共、適当の人物有之候ハ、宿所、名御知らせ被下度、　　
先ハ右奉願申上候
早々
　　　
四月二十六日
　
小川一真
黒田清輝様麹町区平河町六ノ十四　　
黒
　
田
　
清
　
輝
　
様
封　　　　
四月廿七日
　　
小川一真
拝
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明治四十三年十月十三日付封書
（縦一八・一㎝、横四〇・七㎝）
拝啓、昨日者罷出御邪魔仕候、御咄し之興味と感し大ニ長座仕候 其節御無理相願候額面 難有頂戴可仕候、永く家宝として保存其中参上萬々御禮申可上候、　　　
早々敬具
2．黒田清輝宛小川一真書簡
（明治四十三年十月十三日）
　
麹町区平河町六ノ十四にあった黒田宅を訪問した後の
礼の手紙。小川は黒田宅を訪れ、長居をし、その際、絵をもらう約束をしたようである。この手紙から五日後の明治四十三年十月十八日、小川一眞は、黒田とともに、帝室技芸員に任命された。手紙の日付から推察する 、小川は帝室技芸員 の知らせを受け、黒田も一緒だ聞き、黒田宅を訪問したのであろう。 からの絵の贈呈の約束は、祝儀の意味だと考えられる　
差出人の小川の住所は、麻布区霞町二丁目となってお
り、ここは小川の別邸である。小川 本邸は、麻布区麻布宮村町七一番地にあった。
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十月十三日
　
小川一真
黒田清輝様　　　
　 侍史
　
麹町区平河町六ノ十四　
黒
　田
　清
　輝
　様
　　 　　　
　親展
麻布区霞町二　
　小
　川
　一
　真
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明治四十三年十二月十日付
 封書
（縦一九・六㎝、横五一・八㎝）
謹啓、昨今ハ寒気弥増し申候、益御清健奉賀候、陳ハ昨日者兼て御咄之結構なる額面御恵贈被成下、永く家宝として保存可仕候、且美事なる北海道本場の塩鮭頂戴仕風味も一段宜しく打寄喜ひ申候重畳難有奉深謝候、右御礼
（．黒田清輝宛小川一真書簡
（明治四十三年十二月十日）
　
黒田から絵と塩鮭を贈られたことへの礼の手紙。絵の
贈呈は、前回の訪問時に約束されたもので、約二ヶ月後に実現し、小川は末永く家宝として保存すると礼を述べている。塩鮭 時期からして歳暮の品であろう。小川同窓会編『創業紀念参十年誌』
（大正二年八月）
に、 「東京
美術学校教授従四位黒田清輝君の筆、帝室技芸員拝命を祝して贈られし色彩画」と説明のある、林の中の雪道と足跡を描いた油絵が掲載されている（挿図
1） 。小川に
とって同時期に帝室技芸員に任命された、東京美術学校教授の黒田から贈られた絵は、自身の栄誉を示す価値あるものであ たと推察さ る。
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申上度如斯御座候、
　　　　
敬具
十二月十日
　
小川一真
黒田清輝殿　　　　
侍史
麹町区平河町六ノ十四　
黒
　田
　清
　輝
　殿
　　 　　　　
親
　展
麻布霞町弐
　　
　　
小
　川
　一
　真
挿図 1　黒田清輝から小川一眞に帝室技芸員を
祝して贈呈された油彩画　小川同窓会編『創業
紀年参十年誌』（大正二年八月）所収
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明治四十四年二月十三日付封書
（縦一八・二㎝、横七四・三㎝）
拝啓、未餘寒厳敷候得共益御清祥奉欣賀候、陳者過般帝室技藝員新年宴会之席上ニ於て、諸君之御写真を事務所に備へ附度との御咄し有之候、最も必要之事と存し候、就ては小生拙技には候得共、諸君之御寫真撮影致し、同会へ差出し
（．黒田清輝宛小川一真書簡（
明治四十四年二月十三日）
　
帝室技芸員の新年会後に、小川が出席者に出した手
紙。新年会の席上で出席者から写真を事務所に備え付けたいとの話が出たことから、小川が新橋日吉町の自身のスタジオで撮影すると知らせている。手紙には、スタジオには二月中に来てほしい、その際は事前に時を連絡してほしいとある。この当時の帝室技芸員は、小川を含めて二十二名である。新年会にはこれらの人々が集まり、小川は、同様の手紙を黒田だけではなく当日の出席者全員に送ったと考えられる。
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度候間、御繁用中ニ者候得とも御繰合可成至急を要し、本月中に新橋日吉町弊店撮影所江御高来を仰き度候、其際ハ日限時間共前以御示し被下 ハヽ御待受可仕候、右得其意度如斯御座候
　　　　
敬具
　
二月十三日
　　
小川一真
黒田清輝殿　　　　
侍史
　　　　　　　　　　　　
麹町区平河町六ノ十四
　　　　　　　　　　　　　
黒
　田
　清
　輝
　殿
　　
　　　　 　　　
親
　展
　
　　　　　　　　　　　　
麻布区霞町弐
　　
　　 　　
小
　川
　一
　真
△
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九二
大正二年十月二十九日付封書
（縦一八・一㎝、横四三・三㎝）
拝啓先般御預り申置き候時計、大西時計店へ修繕方依頼致し置き候処、本日出来候ニ付、使の者に持せ差出候間、御受取被下候也　　　　　　　　　　
拝具
5．黒田清輝宛小川一真書簡
（大正二年十月二十九日）
　
黒田が小川に頼んでいた時計の修理ができたので、使
いの者に届けさせることを知らせる手紙。小川は黒田から時計を預かり、大西時計店に修理を依頼した。なぜ、黒田がわざわざ修理を小川に頼んだのかは不明であるが、当時、 計と写真は一緒の番付表に載っており、共に、技術を競うものであったことから、小川の顔がきく店に依頼したのであろう。　
二啓として、 「代金之義は金参円御立替申置き候」と
あることから、小川が修理費の三円を黒田のかわりに立替えて支払ったこと わかる。
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十月廿九日
　　
小川一真
黒田清輝殿二啓、代金之義は金参円御立替申置き候黒
　田
　清
　輝
　殿
東京市京橋區日吉町十三、四番地　　　　　　
　小
　
川
　
一
　
眞
大正二年十月十九日
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大正十年十二月二十七日付葉書
（縦一四・二㎝、横九㎝
　
ハガキ）
拝呈寒冷之砌御清祥奉恭賀候、陳者誠ニ結構 御品御送り被下、誠ニ難有厚く御礼申上げ候、拝顔萬ニ申上可美得共、不取敢拝受御礼迄申上候　
大正十年
　　　　　　　　
敬具
　
十二月二十七日
　
相州平塚南原
　　　　　　　　　　　　　
小川一真
東京市麹町区平河町　　
子爵黒田清輝様
　　 　
執事御中
6．黒田清輝宛小川一真葉書
（大正十年十二月二十七日）
　
年末に黒田が何らかの歳暮の品を小川に贈ったことへ
の、小川から黒田への礼状。宛名は子爵黒田清輝様となっており、これは大正六年に子爵となった黒田への敬意の表れである。脇に執事御中とあるこ から、 の自宅に執事がいたことが伺い知れる。　
差出人である小川の住所が神奈川県平塚南原になって
いるのは、小川が転居したからである。事業の不振により、小川は麻布の本邸、別邸を引き払い、日吉町 写真館ならびに写真製版印刷所を大正七年 廃業し平塚 移った。平塚では、新た 開設した小川写真化学研究所で国産の印画紙ならびに乾板製造の研究を行った。
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大正十一年十二月二十九日付葉書
（縦一四・三㎝、横八・九㎝
　
ハガキ）
拝啓、寒気愈加ハり年内も餘日少ナク相成候処、御貴家益々御多祥の段慶賀之至ニ存じ候、陳レハ小園の正醐院（大根）本年ハ雹害ノ為メ甚タ不出来ニ候ヘ共、本日鉄道便ヲ以テ一俵御送リ申上 、間、御笑味被下候ハゝ 幸甚之至ニ 座候　　　　　　　　　　　　　　　　　
敬具
　
大正十一年十一月廿九日
東京市　麹町区平河町六ノ十四　黒
　田
　清
　輝
　様
　　　
神奈川縣平塚南原
　　
小
　川
　一
　真
7．黒田清輝宛小川一真葉書
（大正十一年十一月二十九日）
　
小川から黒田に、聖護院大根を鉄道便で送ったことを
知らせる葉書。文面から察するに、小川は自身の畑で採れた聖護院大根を毎年この時期に送っていたようである。葉書が印刷されているところを見 と 黒田を含む多くの人に配っていたと推察される。
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